
















































要約  :大阪府では 8 年前から保健・医療・福祉の地域システムを構築して虐待問題につ

いて取り組んできた。その中で保健所がどのような役割を果たしているか、援助の詳細に

ついて第 4回目の調査を行った。保健所が援助している虐待数は増加しているが、死亡率

は減少した。以前と変わった援助は施設入所・保育所入所・関係機関カンファレンス開催

の増加である。保健婦は母子保健活動の中で自ら発見し、母親の育児の相談者になって、

子どもの保護や在宅児への援助を行い、関係機関につなげるとともに援助ネットワークを

構築し運営している。援助手段としては、家庭訪問や機関訪問などのアウトリーチか重要

になっている。過去の大阪の経験からみると、保健医療における虐待防止のための家庭支

援では、「生命の危機や在宅援助で改善できなければ親子を分離する」ことと、「在宅児へ

の援助体制の整備」が重要である。その具体策についても提案した。乳幼児虐待の再発防

止対策では、医療の治療機能・保健の予防機能は重要であり、系統的な取り組みのシステ

ム化を急ぐ必要がある。


